









































































































































































































8 ：面接などを受ける時でも，自分らしく振る舞える .841 －.166 －.035
3 ：大勢の前で発表する時，縮こまらず大きな声で話すことができる .738 .011 －.139




7 ：自分が知らないことや分からないことがあった時，説明を求めることができる .497 －.028 .253
25：自分の自慢や長所・成功を人に言うことができる .355 .208 －.221
23： 目上の人の意見に反対の時，自分の考えをはっきり言うことができる .345 .263 －.101
18：議論において，自分の意見を言い出すのを控える方である　（※） －.337 .087 －.080



































正当な権利主張 .585 1 

























 調査対象全体（n＝335） Assertive 低群（n＝171） Assertive 高群（n＝164）
Aggressive Passive Aggressive Passive Aggressive Passive
Assertive －.006 －.622** 　.258** －.397** －.156* －.505**
Aggressive 　.118* －.041 　.274**



















































23： どのようにしたら周りの人に喜んでもらえるかをまず第一に考える .806 －.007 －.082 .014
12：人から好かれることは自分にとって大切である .580 －.070 .163 .084
10：仲間の中での和を維持することは大切だと思う .566 －.099 .050 .076
22：人と意見が対立した時，相手の意見を受け入れることが多い .483 －.021 －.103 －.312
16： 周りの人から期待される役割を果たすにはどうしたら良いかまず
第一に考える
.451 －.015 .148 .206
14： 自分がどう感じるかは，一緒にいる人や状況によって決まると思う .338 .201 .022 －.058
20： 相手やその場の状況によって，自分の態度や行動を変えることが
できる
.324 .080 .044 .114
7 ： 自分の周りの人が異なった考えを持っていても自分の信じるとこ
ろを守り通す
－.102 .612 .113 .060
9 ：たいていは自分一人で物事の決断をする .010 .585 －.016 －.074
3 ：一番最良の決断は自分自身で考えたものであると思う .117 .525 .041 －.048
11：周りの人の反対を受けても自分の意志は貫くことが多い －.113 .483 .006 .205
15：自分の考えや行動が他人と違っていても気にならない －.010 .411 －.143 .249
24： 良いか悪いかは，自分自身がそれをどう考えるかで決まると思う .258 .405 －.070 －.031
1 ： 自分で良いと思うのならば，他人が自分の考えを何と言おうと気
にしない
－.102 .312 －.134 .099
6 ：相手は自分のことをどう評価しているかと他人の視線が気になる .010 －.090 .947 .059
2 ：人が自分のことをどう思っているか気になる .115 －.079 .702 －.018
8 ：他人と接する時，自分と相手との間の関係や地位が気になる .006 .237 .412 －.252
17：自分の意見をいつもはっきり言う .090 .086 .006 .636
19：私はいつも自信を持って，行動している .264 .013 －.113 .538
5 ：常に自分自身の意見を持つようにしている －.059 .248 .160 .498
4 ：自分が所属しているグループの仲間と意見が対立することを避ける .218 .138 .135 －.440
13：自分が何をしたいのか常に分かっている .308 .052 －.072 .425
18： 何かする時，結果を予測して不安になり，なかなか実行に移せな
いことがある
















.491 －.055 1 
【独】個の
認識・主張




















































＝4.04, P < .01）が有意であった。正当な権利主張では性別（F（1,326）＝11.19, P＜.05）の主効
Table 4　性別と 2つの文化的自己観によるアサーティブな自己表現の平均値
Assertive全体 自己受容・自己信頼 正当な権利主張 断る意思の表明
性別 相互独立性 N Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD
男性 独立低群 57 45.47 10.03 20.20 4.87 16.56 4.33 9.00 3.09
独立中間 51 52.77 8.36 23.09 3.94 19.40 4.13 10.24 3.33
独立高群 60 57.20 8.51 25.47 4.47 20.50 3.90 11.22 3.01
女性 独立低群 63 47.40 8.66 19.60 4.68 18.08 5.01 9.70 3.18
独立中間 47 54.43 9.45 23.23 4.43 20.26 4.67 10.94 3.37
独立高群 57 63.11 8.44 27.23 4.58 23.75 3.85 12.16 3.01
Assertive全体 自己受容・自己信頼 正当な権利主張 断る意思の表明
性別 相互協調性 N Mean SD Mean SD Mean SD Mean SD
男性 協調低群 61 50.02 11.67 21.97 5.95 18.30 4.90 9.73 3.28
協調中間 45 52.77 9.06 23.30 4.20 18.58 3.87 10.88 3.36
協調高群 62 53.57 9.43 23.79 4.39 19.58 4.34 10.38 3.17
女性 協調低群 63 56.71 12.27 24.05 5.88 21.38 5.47 11.29 3.29
協調中間 53 55.13 9.85 23.00 5.32 20.70 4.57 11.43 3.09
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